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 Chinese Charcoal Exports to Japan in the Early Modern Times
―Focusing on the Japanese Materials―
WU Zhengtao
In the Meiji era, charcoal production developed through improvement of Japanese 
charcoal production technology, resulting in the export of charcoal to Hong Kong, British 
India and North America in the middle of Meiji era （1868-1912）. In the Taisho period 
（1912-1926）, the export destination of Japan charcoal gradually changed; charcoal was 
exported to areas such as China, Kwantung leased territory, the Russian Far East, etc. In 
1918 the export quantity to China accounted for a majority of the total charcoal export 
volume. However, after about 1918 Japan began importing charcoal from abroad, 
especially from China. The amount of Japanese charcoal exported to China declined in 
only a few years. Japan went from being a country with a surplus in charcoal exports to 
one with a surplus of charcoal imports, reflecting heightened domestic demand.
This article uses the publications of the Japanese government and considers the 
history of Chinese charcoal exported to Japan in the early modern times by referencing to 
Chinese Maritime Customs Historical Material. The author examines exports of Chinese 
charcoal to Japan in the early modern period by using statistical analysis based on the 
above-mentioned materials.
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はじめに
　人類は火打石を使用して火を得る方法から薪炭、石炭、石油さらに原子力などの資源を利用し、これ
らから熱エネルギーを取得し、日常生活や生産に使用してきた1）。しかし、製造や精錬に対する技術が求
 1）	角山栄氏は経済史におけるエネルギーを熱エネルギーと動力エネルギーに区別している。本稿で取り上げた木炭は
熱エネルギーに属する。（角山栄「エネルギーと経済発展―問題提起に寄せて―」『エネルギー史研究―石炭を中心
として―』第 8号、エネルギー史研究会編集、1977年 6 月、29-34頁）
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められる石油や石炭などの資源が幅広く使用される以前に、比較的加工し利用しやすい薪炭は人類の広
範なエネルギー源であった。
　日本は世界中においても薪炭を早く利用した国であり、とくに古くから木炭を使用した歴史を有して
いる2）。近代以降、とくに明治時代において日本の木炭生産技術の改良により、木炭生産が発達し、明治
中期（1882-1897年）においては香港、イギリス領インド、北米まで木炭を輸出していた。大正に至って
は日本木炭の輸出先が漸次変化し、中国をはじめ、関東州、露領アジアなどの地域に輸出され、1918年
（大正 7）に中国への輸出価額は156万貫の絶頂に達し、木炭全輸出量の過半を占めていた。しかし、1918
年前後に日本は海外、とくに中国から木炭を輸入し始めた後、僅か数年間に日本木炭の中国への輸出量
が減少し、1922年には僅か19万貫にとどまった3）。日本は木炭の輸出超過国から輸入超過国になり、海外
産木炭への需給が一層高まったのであった。
　近代の日本木炭に注目した成果として、高嶋雅明氏の「木炭史覚書―木炭用途に関する史的素描と若
干の文献拾遺―」は、資源としての木炭利用の歴史的展開を素描し、木炭史の関係文献を紹介しながら、
木炭の史的位置づけを試みた。とくに日本の戦前期の都市部において木炭は家庭用燃料の最大の供給物
ではなくなった理由は、燃料として都市ガスが割安になり普及し、都市ガスとその他の燃料が家庭用燃
料に占める比率が逐増したためと指摘した4）。ついで、赤羽武氏の『日向木炭経済史』は、近現代以来の
日本木炭生産の展開過程を、第 1期の生産漸増期（明治初年から37年まで）、第 2期の第一次生産増大期
（明治38年から大正 8年まで）、第 3期の木炭生産の停滞期（大正 9年から昭和 5年まで）、第 4期の木炭
生産の全国的拡大期（昭和 6年から15年まで）、第 5期の生産の戦時停滞期（昭和16年から20年まで）、
第 6期の木炭生産の復興期（昭和21年から30年まで）、第 7期の木炭生産の激減期（昭和31年から現在）
との 7つの時期に区分し、とくに日本は木炭輸出超過国から輸入超過国となった1920年（大正 9）から
1930年（昭和 5）までの期間を日本木炭生産の停滞期としている5）。
　しかし、以上の研究は主に近代日本国内の木炭状況を論じるのみで、日本の木炭市場に大量に輸入さ
れた中国木炭には注目していない6）。さらに、木炭製造に従事する労働者はほとんど炭焼きを副業とした
 2）	『広辞苑』の「薪炭」に関しては「たきぎとすみ。燃料」と解釈している。また「薪炭林」については「薪や木炭用
の、主として広葉樹から成る林。伐採が短く萌芽によって更新される」と説明している（『広辞苑』第 6版、岩波書
店、2008年 1 月、1457頁）。それと、『日本木炭史』には、「木炭は世界各民族普遍のものであるが、特に日本はその
起源古く、生活的関係は密接である」と、日本における木炭利用の歴史を評価している。（『日本木炭史』、全国燃料
会館、1960年 3 月、15頁）
 3）	日本鉄道省運輸局「木炭ニ関スル経済調査」『明治後期産業発達史資料』、第811巻、龍渓書舎、2008年 2 月、96-98
頁。
 4）	高嶋雅明「木炭史覚書―木炭用途に関する史的素描と若干の文献拾遺―」『エネルギー史研究―石炭を中心として―』
第10号、エネルギー史研究会編集、1979年 3 月、61-77頁。
 5）	竹内英夫、高倉又二、上野登『日向木炭経済史』、日向木炭史編纂委員会、1996年 3 月、147-148頁。
 6）	近代日本が輸入した中国木炭に対し、とくに高嶋雅明氏は「木炭史覚書―木炭用途に関する史的素描と若干の文献
拾遺―」に「輸出入状況について述べておけば、第一次世界大戦を画期として従来の木炭輸出超過から輸入超過に
逆転した。もっとも、大正末年で輸入高は全国生産高の数％程度しかない」と、大正時代における中国木炭の日本
輸出は第一次世界大戦を契機に行われ、大正末期においてその輸出量は日本木炭生産量の僅か数パーセントしかな
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農民たちであったためか、千百年以来一般的な燃料として人々に使用されてきた木炭に関する記録をあ
まり残していない。このため、木炭がエネルギー源であった役割が看過され、木炭の生産・流通、さら
に用途に関する歴史的研究はこれまで極めて少ない。
　そこで、本稿は20世紀前半の鉄道省運輸局の「木炭ニ関スル経済調査」、農商務省山林局の『支那及香
港ニ於ケル林産物市場調査書』、満鉄経済調査会の『南満に於ける木炭に関する調査』などの日本史料
や、中国史料の『中国旧海関史料』を参考に、近代中国木炭が日本へ輸出された経緯を検討し、中国木
炭の日本輸出について考察したい。
一、中国木炭の日本輸出の開始とその背景
　明治時代に木炭製造技術が発達した日本は、木炭の生産量が増加し、香港、英領インドや北アメリカ
まで輸出していた。大正時代になると日本木炭の主要な輸出先は主に中国、関東州、露領アジアであっ
た。ところが、1918年頃には日本は中国木炭を輸入し、他方、日本の木炭輸出量は減少し、1922年にな
るとその輸出量は僅か4.9万貫となり、日本は木炭輸出超過国から輸入超過国となった。日本が海外から
木炭を輸入したのは日本国内の家庭燃料が木炭に依存したからである。1925年の鉄道省運輸局が作成し
た「木炭ニ関スル経済調査」には大正時代における家庭の木炭使用状況に関して次のように述べている。
木炭ハ本邦ニ於テハ古來採暖、厨房等ノ家庭用トシテ汎ク一般ニ使用セラレ、石炭、瓦斯、石油、
電氣等ノ未ダ發見セラレザル以前ニ於テハ薪ト共ニ唯一不可缺ノ家庭燃料トシテ、日常生活ニ密接
ナル干繫ヲ有セシモノニシテ、最近之等文化的燃料ノ漸ク我ガ家庭ニ入ルニ及ンデモ、尚木炭ノ需
要ハ更ニ減少セズ、其ノ生產量ノ如キハ年次増加シツゝアルハ旣ニ生產ノ部ニ説ケルガ如シ。之レ
燃料トシテノ木炭ガ我ガ家庭ノ構造、慣習、其ノ他關聯シテ、獨特ノ特色ヲ有スルニ外ナラザルベ
シ（中略）大正八年ニ於ケル一ヶ年間ノ本邦木炭消費量ハ十億二千八百萬貫、卽チ五貫俵約二億五
百萬俵ニ當り、一日約五十六萬俵ニ當ル。又一ヶ年間一人當消費量ハ十七貫九百匁五貫俵約三俵半
ニ相當ス。7）
　日本は西洋文化を受け入れ、石炭、瓦斯、石油、電気などの燃料を使用し始めたが、古来より幅広く
家庭燃料として使用してきた木炭は大正時代においても家庭での需要が減少せず、生産量が逐年にわた
り増加していた。これは日本の生活習慣と密接し、日本の独特な社会現象であったともいえよう。
　他方、当時の日本の木炭生産事情と輸出入状況に関して農商務省、大蔵省以及山林局等の機関が調査
したものは次の表 1である。
かったと述べたが、詳論していない。
 7）	「木炭ニ関スル経済調査」、大正14年、鉄道省運輸局、『明治後期産業発達史資料』、第811巻、龍渓書舎、2008年 2 月、
81-82頁。
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表 1　1912-1931年日本木炭需給関係年月一覧表8）
（単位：貫）
年次 生産量 輸入量 輸出量 差引需要
1912年（大正 1） 310,103,398 不明（微量） 3,711,620 306,491,778
1913年（大正 2） 346,012,640 同 3,680,910 342,331,730
1914年（大正 3） 336,631,009 同 2,865,652 333,765,357
1915年（大正 4） 352,109,932 同 2,492,306 349,617,626
1916年（大正 5） 386,362,129 同 2,712,179 383,649,950
1917年（大正 6） 492,749,345 同 2,002,510 490,746,835
1918年（大正 7） 500,975,681 同 2,193,460 498,782,221
1919年（大正 8） 493,511,938 同 1,426,895 492,085,043
1920年（大正 9） 461,053,328 同 702,828 460,350,500
1921年（大正10） 462,694,325 890,902 535,312 463,049,915
1922年（大正11） 462,542,742 4,650,079 193,296 466,999,525
1923年（大正12） 466,920,513 9,066,240 114,720 475,872,033
1924年（大正13） 473,783,105 13,548,653 64,336 487,267,422
1925年（大正14） 468,936,839 6,889,913 63,888 475,762,864
1926年（昭和 1） 444,570,861 7,234,822 67,264 451,738,419
1927年（昭和 2） 470,070,690 5,696,718 55,808 475,711,600
1928年（昭和 3） 489,842,132 4,082,788 67,296 493,857,624
1929年（昭和 4） 483,130,543 2,045,604 68,048 485,108,099
1930年（昭和 5） 459,757,459 1,983,088 78,112 461,662,435
1931年（昭和 6） 488,092,298 2,019,808 50,592 490,061,514
　表 1に示したように、1912-1920年日本の木炭生産量は1912年の310,103,398貫から逓増し、1918年に
500,975,681貫の最大数量に達した。その後1931年までその生産量は変動したが、全体的に1912年から
1931年までの間においては大きな変化がなくほぼ 4億貫台で推移していた。他方、1912-1920年の日本が
海外から輸入した木炭の数量については詳しく記録されていないが、1921年になると最初の890,902貫か
ら1922年の4,650,079貫に激増し、1923年になると前年よりほぼ 2 倍に増加し、9,066,240貫に達した。
1924年に日本の海外木炭輸入量は13,548,653貫の最高値になった。1924年以降は漸次に減少し、1931年
になっては僅か2,019,808貫となった。その他、1912年に日本木炭の輸出量が漸次に低下し、3,711,620
貫から1931年の50,592貫に約73倍減少した。しかし、1921年以前に日本は木炭生産量がその木炭需要量
を凌いていだと同時に海外まで木炭を輸出していたが、1921年以降になると、日本は海外から輸入した
木炭が増加し、国内における木炭への需要量はその木炭生産量を超過した。日本国内の木炭生産は自国
の市場を満せなくなった。これに関して『南満に於ける木炭に関する調査』に、「昭和六年迄の二十箇年
 8）	原表には年号のみであるが、見やすくするため西暦を付した。原表に関する備考は次のようである：「 1、生產量は
農商務省統計及農林統計による。但し大正 5、 6、 8、 9 は山林局直接調査。 2、輸入、輸出數量は大藏省調査に
よる。但し①大正12年輸出量中には横濱港 7、 8 兩月を包含せず。②大正12年輸入量中には全國的に 5、 6 月及横
濱港 7、 8 月分を包含せず。③輸入數量は大藏省にて調査の途なきを以て、日本銀行調査に係る木炭物價指數によ
り大正12年の輸入單價を基準として10、11年の輸入單價を推算し、更に其の數量を算出した」。（『南満に於ける木炭
に関する調査』、満鉄経済調査会、1933年 8 月10日、45-46頁）
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間の需給關係は、この表に於て明なるが如く、この二十箇年の需要量の増加は約六割にして昭和六年の
需要量は約四億九千萬貫である。而して大體に於て自給自足し得るのであるが、昭和六年に於ては輸入
約二百萬貫、輸出約五萬貫であった」9）と記されているように、1912年から1931年までのほぼ20年間に日
本の木炭需要量は1912年の306,491,778貫から1931年の490,061,514貫に激増した。1912年と比べれば、
1931年の木炭需要量は1912年の約 6 割をも増加した。しかし1931年には日本が海外から輸入した
2,019,808貫に対して、海外への輸出量は僅か50,592貫であった。また、日本が海外から輸入した木炭に
関しては、「輸出入の關係について過去の統計を見ると、輸出は大正元年頃約三百七十萬貫であったが漸
減して昭和六年には五萬貫程度となり、輸入は大正九年以前は不明であるが大正十年以降急激に増加し
て十三年には最高千三百萬貫となり、以後漸減して昭和六年には約二百萬貫程度である」10）と記録されて
いるように、1921-1924年に海外木炭輸入量は急増し、1924年には13,548,653貫に達した。その後減少の
傾向が見られるが、1931年になっても2,019,808貫を維持していた。
　また表 2から、1932年の日本木炭の輸出額は17,208円であり、1912年の300,010円の約17分の 1であっ
たことから、1912-1932年に日本木炭の海外への輸出量は漸次に減少していたことが明らかである。一
方、表 1では1912-1920年における日本の海外木炭輸入量に関する記録は見られないが、表 2に海外木炭
輸入額を示したように、最初の1912-1917年の数百円から1918-1920年の3,000円台に増加し、日本の海外
木炭輸入額は逐次に上昇していた。1921年になると209,362円となり、さらに1922年には1,004,417円に
なり、前年より約 5倍に増加した。1923年には2,189,094円に倍増し、1924年には最大金額の3,295,373
円に達した。その後徐々に減少し、1932年には僅か2,958円となった。
表 2　1912-1932年日本木炭輸出入累年比較表11）
（単位：円）
年次 輸出額 輸入額 輸出入差額
1912年（大正 1） 300,010 295 299,715
1913年（大正 2） 307,442 466 306,976
1914年（大正 3） 244,405 534 243,871
1915年（大正 4） 225,968 311 225,657
1916年（大正 5） 229,221 388 228,833
1917年（大正 6） 165,297 119 265,178
1918年（大正 7） 459,947 3,630 423,827
1919年（大正 8） 399,437 2,414 397,023
1920年（大正 9） 209,866 3,192 206,674
1921年（大正10） 146,439 209,362 -62,923
1922年（大正11） 61,789 1,004,417 -942,618
1923年（大正12） 35,695 2,189,094 -2,153,399
 9）	『南満に於ける木炭に関する調査』、満鉄経済調査会、1933年 8 月10日、46頁。
10）	同上、46頁。
11）	原表には年号のみ付けられているが、見やすくするために西暦を付した。原表に関するする備考は次のようである
「 1、括弧を附したるは輸入過。 2、昭和 3年以降は燃料用木炭を掲上。 3、昭和 7年は10月迄」。（『南満に於ける
木炭に関する調査』、満鉄経済調査会、1933年 8 月10日、47-48頁）。
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1924年（大正13） 19,775 3,295,373 -3,275,598
1925年（大正14） 20,667 1,556,861 -1,536,194
1926年（昭和 1） 20,517 1,658,764 -1,638,247
1927年（昭和 2） 17,631 1,648,258 -1,630,627
1928年（昭和 3） 21,314 1,146,485 -1,125,171
1929年（昭和 4） 20,361 584,053 -563,692
1930年（昭和 5） 22,427 457,788 -435,361
1931年（昭和 6） 12,734 332,256 -319,522
1932年（昭和 7） 17,208 2,958 14,250
　表 2でとくに注目に値するのは1921年に日本の海外木炭輸入額の1,004,417円に対して、同年日本木炭
の輸出額は僅か146,439円であり、海外木炭輸入額は木炭輸出額を超過したことから日本は木炭輸出超過
国から輸入超過国になったことである。『南満に於ける木炭に関する調査』はこれに関して、「大正九年
以前に於ては二十萬圓乃至四十萬圓の範圍の出超を示したのであるが、大正十年以降この傾向は逆轉し
て入超を示し漸増して大正十三年には三百二十餘萬圓の最高額に達したが、翌大正十四年には半減し、
以後漸減して昭和七年の十箇月間に於ては却て一萬四千餘圓の出超を示すに至った」12）と記されているよ
うに、1921年以降に日本の海外木炭輸入額は逆に木炭輸出額を上回り、さらに1924年には3,275,598円と
なり、1931年の319,522円まで遙かに木炭輸出額を超えていた。1932年になるまで海外木炭輸入額は木炭
輸出額を凌駕したことは変っていない。
　表 1と表 2とがそれぞれ数量と金額における海外木炭輸入と日本木炭輸出との関係が見られるように、
1921年以降に日本は木炭輸出超過国から輸入超過国に転換した原因に関して『南満に於ける木炭に関す
る調査』には、「統計上のこの傾向により茲に注意を要するは、木炭の輸出入關係は、資源的關係、卽ち
資材の有無に關係するものにあらずして、國際經濟的関係、卽ち隣接諸國との勞銀の比價により左右せ
らるゝの事實である。思ふに木炭の生產に於ては、生產費對資材價格の比率は、木材に比して其狀態著
しく異り、木炭原價構成の主要部分は勞賃にて占めらるゝ實情にあるを以て、隣接國相互間に於ける勞
賃の比價、換言すれば、相互間に於ける木炭價額と爲替關係によりて左右せらるゝの事實である」13）と、
日本は海外木炭を輸入したのは単に日本国内における木炭を製造する原材料が不足していたからではな
く、木材とは異なり木炭の製造費用と価格とを左右したのは労賃であり、海外の労賃は日本より低廉で
あったからである。すなわち、海外木炭輸入と日本木炭輸出との関係は日本と貿易相手国との間におけ
る木炭価格と為替レートなどの要素に関係し連動している。
　ところで、1918年以前に日本木炭の主な輸出先であった中国は1918年以降になると少量であったが逆
に日本への木炭輸出を始めた。中国木炭は初めて日本市場に現れたことに関して1922年（大正11年）外
務省通商局が編纂した『通商公報』「支那に於ける木炭状況」には、
支那木炭の本邦向輸出は最初大正七、八年頃五十俵乃至百俵の小口取引に始まりしが、本邦貿易商
12）	『南満に於ける木炭に関する調査』、満鉄経済調査会、1933年 8 月10日、48-49頁。
13）	同上、48-49頁。
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中木炭貿易の有利なるに意を注ぐ者あるに至り、取引漸次盛況を來し、大正十年度には其輸出實に
十七萬餘圓の巨額に達し、大正十一年に入りては益々活況を呈し、八月十一日迄に一一八、二九一
擔（約四十七萬圓）の輸出を見たり。14）
とあるように、中国木炭は1918年から1919年までの間に日本に輸出された。最初は50俵から100俵までの
小口取引であったが、後に中国木炭貿易の好況に注目した一部の日本商人の活躍とともに、中国木炭の
日本輸出は盛んに行われた。1921年（大正10）になると中国木炭の日本への輸出額は17万円に相当する
規模となり、さらに1922年（大正11）には激増し、膨張する傾向が見られた。この中国木炭が日本にも
たらした影響に関して1926年の『東京薪炭同業組合沿革』に次のように記録されている。
大正十年以前は海外十六ヶ國に輸出せる我國木炭は一朝にして輸出吐絶となるや同年旣に三十五萬
五千五百九十貫の逆輸入を見るに至りました。之れ歐州大戰に由因して内地木炭價の騰奔が偶々支
那木炭に輸入の機會を興へたるものにして、爾後引續き供給を受けつゝあり、ます而も其價格は國
産品に比し遥かに低廉にして且つ樹種の優良なる點より家庭用、台所用、又は暖爐用、或は料理用
として需要者の歡迎する所となり、三井物產、岩井商店、鈴木商店、伊藤商店等謂所大手筋なる貿
易商などに依って取扱われ、其量また侮る可からざるに至りました。其の結果秋田を初めとし、會
津、伊豆、紀州の如き、白炭產地は少なからざる打撃の止むなきに至ったのであります。左に支那
木炭の元產地及大正十年以来に於ける輸入數量を示し、我が木炭界の自覚に資する所あらんとす。
產地、溫州、杭州、漢口、關東州の一部。15）
年度 輸入数量（貫）
大正10年度 864,000
大正11年度 4,417,754
大正12年度 9,295,268
大正13年度 13,005,420
大正14年度 6,889,913
　1921年以前に日本は海外16ヵ国に木炭を輸出していたが、1921年にこの記録が作成された当時に、海
外木炭の輸入量はすでに355,590貫に達していた16）。また、第一次世界大戦が日本国内における木炭炭価
の高騰を引き起こし、中国木炭は品質が良好且つ低廉であったため日本で歓迎され、家庭用の採暖や炊
飯などの生活面に使用され、大量に日本に輸入された。これに加えて日本の三井物産、岩井商店、鈴木
商店、伊藤商店などの大手会社が中国木炭を多量に購入し、日本に輸入したことで、秋田をはじめ、会
津、伊豆、紀州などの日本木炭の主要産地における製造業者が衝撃を受け、関連産業に不況を招いた。
14）	「支那に於ける木炭状況」『通商公報』、第987号、外務省通商局編纂、大正11年10月 5 日発行、 3頁。
15）	見やすくするために西暦を付した。市川虎之助編『東京薪炭同業組合沿革』、一心堂印刷所、1926年12月16日発行、
64-65頁。
16）	表 1 の統計によれば1921年の年間海外木炭輸入量は890,902貫である。
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日本の木炭産業に打撃を与えた中国木炭の主な産地としては温州、杭州、漢口、関東州などの地域が挙
げられる。1921-1925年にこれらの産地で製造し、日本が輸入した中国木炭の数量は1921年の864,000貫、
1922年の4,417,754貫、1923年の9,295,268貫、1924年の13,005,420貫、1925年の6,889,913貫にものぼっ
た。
表 3　1921-1932年木炭の海外輸入と中国輸入価額並数量累年比較表17）
価額単位（円）／数量単位（貫）
年次 海外輸入価額 中国輸入価額 占有率 海外輸入数量 中国輸入数量 占有率
1921年（大正10） 209,362 198,894 95.00％ 890,902 846,357 95.00％
1922年（大正11） 1,004,417 954,156 95.00％ 4,650,079 4,417,757 95.00％
1923年（大正12） 2,189,094 2,149,203 98.18％ 9,066,240 9,295,268 －
1924年（大正13） 3,295,373 3,242,059 98.38％ 13,548,653 13,333,941 98.42％
1925年（大正14） 1,556,861 1,532,658 98.45％ 6,889,913 6,811,633 98.86％
1926年（昭和 1） 1,658,764 1,645,429 99.20％ 7,234,822 7,177,591 99.21％
1927年（昭和 2） 1,648,258 1,608,739 97.60％ 5,696,718 5,671,484 99.56％
1928年（昭和 3） 1,146,485 1,107,474 96.60％ 4,082,788 3,923,984 96.11％
1929年（昭和 4） 584,053 578,925 99.12％ 2,045,604 2,015,112 98.51％
1930年（昭和 5） 457,788 457,500 99.94％ 1,983,088 1,981,616 99.93％
1931年（昭和 6） 332,256 332,179 99.98％ 2,019,808 2,019,424 99.98％
1932年（昭和 7） 2,958 2,894 97.84％ － 14,224 －
注：表 3は『南満に於ける木炭に関する調査』の「最近十二箇年支那木炭日本輸入数量並価額累年比
較表」を主とし、「最近二十箇年日本木炭需給関係年月一覧表」と「最近二十一箇年木炭輸出入累年
比較表」（『南満に於ける木炭に関する調査、満鉄経済調査会、1933年 8 月10日、45-50頁』）を参考に
し作成した。また、1923年（大正12）の海外輸入数量には日本全国の 5、6月及横浜港 7、8月分を
包含しないため、実際の数量より少量である。
　表 3に示したように1921-1925年における日本が輸入した中国木炭の数量と、『東京薪炭同業組合沿革』
に記録されている日本が温州、杭州、漢口、関東州などの中国木炭の主産地から輸入した数量とはほぼ
同じである。表 3に示している日本の海外輸出入額と輸出入量と、これらにおける中国木炭の占有率と
から見れば、中国木炭は日本が海外から輸入した木炭の大部分を占め、その占有率はほぼ95％以上であ
った。このことから、1921-1932年に日本が輸入した中国木炭の数量はほぼ日本が海外から輸入した木炭
の数量に相当するといえる。近代日本が木炭輸出超過国から輸入超過国となった過程に中国木炭が大き
な影響を与え、さらに日本で消費される海外輸入木炭の95％以上が中国から輸入されたものであった。
また中国側の史料である『中国旧海関史料』の統計によると1912-1933年中国の各海関を経過し、日本に
輸出された木炭の数量は図 1のようになる。
17）	原表には年号のみ付けられているが、見やすくするために西暦を付した。原表に関する備考は次のようである「大
正10、11年数量は輸入木炭総量の九割五分と推定し、価額は輸入炭一貫当平均単価を10年0.235円、11年0.216円と
し、上欄に乗じ算出す、大正12年は震災の関係にて横浜港輸入 5、 6、 7、 8月分を含まず」。（『南満に於ける木炭
に関する調査』、満鉄経済調査会、1933年 8 月10日、49-50頁）。
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図 1　1912-1933年中国木炭対日輸出量18）
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　図 1 に見られるように、1912-1920年の中国木炭の日本輸出には顕著な変化がなく、横ばいで推移し
た。1921年からその輸出量が上昇し、とくに1923年には頂点に達し、740,058担となった。1925年に入っ
て以降、輸出量は減少し、387,918担になった。1926年になると輸出量は若干上昇し、455,665担になっ
たが、それ以降は次第に減少の傾向を呈した。1931年には114,944担であったが、1933になっては僅か
146担となった。それに、1933年以降に中国木炭の日本への輸出はほとんど見られない。
　図 1 は中国伝統的な質量の単位「担」で統計されているが、それを日本の質量単位「貫」に換算し、
表 3の日本が輸入した中国木炭の数量と対照すれば次の表 4になる。
表 4　1921-1932年日本・中国の統計による中国木炭対日輸出数量19）
（単位：貫）
年次 日本側統計 中国海関統計
1921 846,357 1,371,872
1922 4,417,757 4,539,936
1923 9,295,268 11,840,928
1924 13,333,941 11,262,768
1925 6,811,633 6,206,688
1926 7,177,591 7,290,640
1927 5,671,484 5,464,832
1928 3,923,984 4,128,816
1929 2,015,112 1,686,464
1930 1,981,616 1,843,232
1931 2,019,424 1,839,104
1932 14,224 36,240
18）	“Returns of Trade and Trade Reports”、1912-1914年、第67冊263頁。1915-1917年、第79冊280頁。1918-1919年、
第87冊226頁。“Foreign Trade of China Part II：Analysis”、1920-1922年、第93冊209頁。1923-1925年、第99冊341
頁。1926-1928年、第105冊561頁。1929-1931年、第111冊613頁。“The Trade of China”、1932年、第113冊292頁。
1933年、第115冊348頁。（『中国旧海関史料』、京華出版社、2001年10月）
19）	日本側の統計は表 3 	の「中国輸入数量」を参考にした。 1貫=3.75kgによって「担」を「貫」に換算するため『単
位の起源事典』（小泉袈裟勝『単位の起源事典』、東京書籍株式会社、1985年 5 月、191頁）を参考にした。
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　表 4に示しているように、1921年 -1932年の中国木炭対日輸出数量に関して日中両国の統計には食い違
いがあるが大差はない。すなわち、日本側の統計とほぼ一致し、中国側の史料によっても中国木炭の日
本への輸出は大体1921年から1932年までの12年間に集中していることがわかる。
二、日本に輸入された中国木炭の生産地
　1921年に日本は木炭輸出超過国から木炭輸入超過国と転換した後、主に中国（旧満洲国を含む）を始
めとし、関東州、蘭領インド、海峡植民地、露領アジア、イギリス、フランス、ドイツ、アメリカ合衆
国、英領インド、暹羅等の国家と地域から木炭を輸入していた。しかし日本に輸入された中国木炭の数
量は毎年異なったが、日本が海外から輸入した木炭の9.5割を占めていた。すなわち、日本が海外から輸
入した木炭はほとんど中国木炭であった20）。また、1933年の『南満に於ける木炭に関する調査』には、
歐洲戰亂勃發後一般勞銀及物價の騰貴に伴ひ日本生產木炭の市價も亦著しく騰貴した。此の時に當
り隣邦支那に於ては之が原料林の豊富なると共に一般勞銀の低廉であった爲めに、三井、岩井、鈴
木等の大手筋に於て、大正七年來支那木炭の輸入を企つるに至った。然れども當時は撰別不良加ふ
るに亂俵多く、尚未だ日本に於ける需要者の要求に適しなかったが、其後特に之が撰別及俵裝に意
を用ひ改善の實を見るに及んで、日本產木炭に比して價額の割安の故を以て俄かに日本人の要求に
投じ、年々多量の輸入を見るに至った。21）
と記録されているように、ヨーロッパを主戦場とした第一次世界大戦による労賃や物価の騰貴は日本国
内の木炭価格を高騰させた。そのため、中国で生産された木炭は日本の三井、岩井、鈴木等の大手会社
に注目され、1918年頃に日本への輸出が計画された。最初の段階では中国木炭は品質の不統一や荷造り
の不適切などの理由で日本の需要者には対応できなかったが、後に木炭の撰別及び包装を改善すると続々
と日本に輸出された。このように、中国木炭の日本への輸出量は年々増加し、大量になった。
　中国は広大な面積を持ち、豊富な森林資源を有している。1923年の日本の農商務省山林局が編集した
『支那及香港ニ於ケル林産物市場調査書』には中国木炭の主な生産地について次のように記録している。
支那ニ於ケル木炭ノ生產地ハ浙江省、廣東省、廣西省及福建省ヲ主トシ、江西省、湖北省、河南省
等之ニ亜キ、大體揚子江以南、卽チ南支那ノ海岸ニ位スル地方其ノ主要產地ニシテ、北清地方ハ其
ノ產額僅少ナリ。而シテ前者ヨリ生產スル木炭ハ北ニ上海、南ニ九龍ヲ最大集散地トシ、產地集散
20）	『南満に於ける木炭に関する調査』には「從來日本は木炭の輸出超過國であったが、大正十年以降輸入超過國となっ
た。而して之が輸入先は支那（満州國を含む）を始めとし、關東洲、蘭領印度、海峡植民地、露領亜細亜、英吉利、
佛蘭西、獨逸、北米合眾國、英領印度、暹羅等の諸國である。就中支那は其の大部分を占め、年により多少の相違
はあるが九割五分内外は支那木炭に占めらるゝ狀態であって、他の諸國產木炭は大勢に影響がない」と記録されて
いる（『南満に於ける木炭に関する調査』、満鉄経済調査会、1933年 8 月10日、49-50頁）
21）	『南満に於ける木炭に関する調査』、満鉄経済調査会、1933年 8 月10日、49-50頁。
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地トシテハ溫州、梧州、拱北、杭州及福州等其ノ著名ナルモノトス。22）
　1923年当時の中国木炭の生産地は主に長江以南の沿海部に集中し、中国北部においてはその木炭産額
は少なかった。中国の主要な木炭生産地は浙江省、広東省、広西省及福建省であり、それらに次ぎ江西
省、湖北省、河南省などの地域にも分布していた。これらの生産地から産出された木炭は主に温州、梧
州、拱北、杭州及福州などの都市に集荷され、さらに北に向けては上海、南に向けては香港の九龍に集
中した。中国木炭の生産地は主に交通が便利で、周辺に大きな河が流れている沿海部や長江沿岸の地域
であった。さらに同記録にはこれらの生産地を流れる河川についても紹介している。
図 2　1923年頃中国木炭の日本輸出
各今省ニ於ケル大小集散地ヲ見ルニ次ノ如シ。一、浙江省方面。甌江流域ニ產スルモノハ甌江ヲ下
リテ、溫州ニ集リ、溫州炭ト稱シ、又錢塘江流域ニ產スルモノハ杭州炭ト稱シ、杭州ニ集散ス。
二、湖北及河南方面。宜昌方面ニ產スルモノハ揚子江ヲ下リ、又河南省信陽方面ニ產スルモノハ鐵
路ニ依リ、漢口ニ集散シ、產額多カラス。
三、福建省方面。閩江流域及浙江省界海岸地方ニ產スルモノハ福州炭ト稱シ、福州ニ集散ス。
四、兩廣方面。北江及西江流域ニ產スルモノハ廣東炭ト稱シ、梧州及拱北ニ集マリ、更ニ廣州及九
龍ヲ其ノ集散地トス。23）
22）	『支那及香港ニ於ケル林産物市場調査書』、農商務省山林局、1923年 6 月、88頁。
23）	同上、88-89頁。
東アジア文化交渉研究 第10号
630
　中国の木炭生産地はおおよそ浙江省、湖北・河南省、福建省、広東・広西省など 4つの地域に分けら
れる。浙江省は甌江流域に位置する温州と銭塘江流域に位置する杭州で生産した木炭を主とした。前者
は温州炭、後者は杭州炭と呼ばれた。湖北・河南省においては水運によって長江に沿って下り、湖北の
漢口まで運ばれた湖北省の宜昌産木炭と、鉄道によって漢口に集中された河南省の信陽産木炭とが代表
的であった。両者とも漢口に集荷していたが少量であった。福建省は閩江流域及浙江省と隣接する地域
で産出した木炭を主とし、福州に集荷し、福州炭と呼ばれた。広東・広西省方面においては北江及西江
流域で生産された木炭は最初に梧州及拱北に集荷し、後に広州や香港の九龍に運ばれた。
三、中国木炭の日本への輸出状況
　先に触れたが、最初に日本に輸出された中国木炭は品質不良且つ荷造りが乱雑で日本の木炭市場には
適応していなかった。これについては、農商務省山林局の『支那及香港ニ於ケル林産物市場調査書』に
記されている。
從來支那木炭ハ極メテ少量。便船、其ノ他特種關係ヨリ輸入ナキニシモアラサレトモ、之等ハ未タ
一般市場ニ現ハレルニ至ラサリシカ、大正十年八、九月ノ交、對支貿易ニ從事セル本邦貿易商ヵ支
那木炭ノ廉ニシテ、而モ本邦木炭高價ナルヲ奇貨トシ、當初木炭ノ販賣業ニ全ク經驗ナキ金物商、
綿絲商、木材商、松脂商等ノ貿易業者ヵ本業ノ序ヲ以テ上海、福州方面ノ「ストック」品ヲ本邦ニ
輸入シタルニ胚胎シ、其ノ當時大阪市場ニ於テハ毎簍ノ斤量著シク不同ナルコト、品質極メテ不同
ニシテ粉炭多量ニ含有スルコト及俵裝粗雜ニシテ亂俵ニナリ易キコト等ノタメ、價格ハ比較的低廉
ナリシニモ拘ラス、販賣上幾多ノ困難ヲ感シ、良成績ヲ收メ得サリシモ、其ノ後貿易業者ハ本邦木
炭商ト氣脈ヲ通シ、一面内地ニ於ケル販賣方法ヲ顧慮シ、他面ニ斤量ノ一定、品質ノ精撰統一及俵
裝ノ改良等ニ留意シ、本邦向輸出ヲ續行スルニ至リタルニ、本邦着價比較的廉ニシテ且木炭モ中小
丸品多ク、品質本邦向トシテ割合ニ良好ナルヲ以テ一般消費者ニ相當認識セラレ、漸ク好況ヲ呈シ
今日ニ及ヘリ。24）
　1921年に中国と取引していた日本商人が日本国内市場における木炭価格が高騰したため、低廉な中国
木炭に目を向けた。さらに、金物商、綿糸商、木材商、松脂商などの木炭業界と関連しない商人らが中
国の上海、福州などの地域から木炭を日本に輸入し始めたが、一部の品質が非常に異なり、荷造りが粗
末であった中国木炭は大阪市場に現れ、たとえ安価であっても販売が困難であった。その後に中国の木
炭業者は日本木炭商人と打ち合わせ、日本への販売方法を考慮した一方、量目の一定、品質の精選と統
一や荷造りの改善を重視したため、中国木炭は日本に継続的に輸出された。それと、価格が低廉且つ品
質が良好であったため、日本で歓迎された。次に、これらの中国木炭はどのような輸送形態で、しかも
どのように荷造りされて日本に輸出されたのかについて検討したい。同記録には、
24）	『支那及香港ニ於ケル林産物市場調査書』、農商務省山林局、1923年 6 月、97頁。
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支那木炭ノ本邦ニ輸出セラルル方法ハ各貿易業者ニ依リ之ヲ異ニスルモ大要次ノ如シ。
1、上海ニ於テ支那商ヵ貯藏スル木炭ヲ指定シ、一定ノ品質ニ撰別セシメタル上之ヲ買付ケ、之ニ
一部俵裝ヲ加へ輸出スルモノ。
2、產地殊ニ溫州ニ於テ山出シ木炭ヲ支那商ヨリ買付ケ、輸出者自ラ之ヲ撰別シ日本ニ輸出スルモ
ノ。
3、產地殊ニ溫州ニ於テ比較的品質ノ良好ナルモノノミヲ買付ケ、量目ヲ一定シ且一部俵裝ヲ加へ
テ輸出スルモノ。
4、製炭業者ニ交渉シテ特ニ日本向木炭ヲ製炭セシメ、輸出者自ラ俵裝シ輸出スルモノ。
5、製炭原料ヲ輸出者自ラ買受ケ、輸出商監督ノ下ニ製炭セシメ、之ヲ本邦ニ仕向クルモノ。
等幾多ノ方法ニ依ルモノナルモ目下本邦ニ輸入セラルル大部分ハ第一、第二ノ方法ニ依ルモノニシ
テ、第三以下ノ方法ハ特種商人ニ限リ行ハルル方法ニシテ、其ノ數量多カラス。25）
とあるように、輸送形態は主に 5つに分けられた。第一は上海の木炭商人がストック品を指定し、一定
の選別を加えた上で購入した一部を荷造りして日本に輸出する。第二は輸出業者は生産地、とくに温州
の山出しの木炭を買付け、自ら選別し日本に向けて輸出する。第三は生産地、とくに温州で産出された
品質が良好のもののみ購入し、そのうちの一部を一定の量目で荷造りして日本に輸出する。第四は輸出
業者は中国の製炭業者と直接契約し、日本向けの木炭を製造させ、自ら荷造りして日本に輸出する。第
五は輸出業者は自ら製炭の原料を購入し、輸出商人の監督の下で製造したものを日本に輸出する。しか
し、日本に輸出された中国木炭はほとんど第一と第二、即ち、上海と温州からのものであったことがわ
かる。また、荷造りの方法に関しては、
本邦向木炭ノ俵裝ハ何レモ山地ニ於ケル容器、卽チ竹籠ヲ用ヒルハ各同一ニシテ、運搬中容器ノ破
損、目減リ、品質ノ惡化等ヲ防止スルタメ、竹籠ヲ麻袋ニ入レタルモノ、安平ニ包ミ、麻繩ヲ掛ク
ルモノ及竹籠ヲ藁ニテ卷キ、龜ノ子ニ竹片ニテ締メタルモノ等各輸出商ニ依リ多少其ノ趣ヲ異ニス、
又一簍ノ斤量ハ四十五封度入、三十六斤、三十五斤及六十斤等輸出地ト輸出商ニ依リ多少差異アル
モ、白炭ハ大體本邦着正味五貫匁入リヲ其ノ目途トセラルルモノノ如シ。26）
と記されているように、日本向けの木炭は生産地の山間部で竹籠に荷造りされた。また、運搬中による
容器の破損、目減り、品質の悪化等を防ぐために輸出業者によって荷造りの方法がそれぞれ異なってい
た。その単位は、一般的には「簍」を木炭の質量単位として用い、1簍で45ポンド入り、あるいは36斤、
35斤、60斤入りなどのそれぞれの違う量目を使用していた。
　さらに、『支那及香港ニ於ケル林産物市場調査書』には中国木炭の輸送状況や日本輸出の費用などにつ
いて詳しく記録されている。
25）	『支那及香港ニ於ケル林産物市場調査書』、農商務省山林局、1923年 6 月、97-98頁。
26）	同上、98頁。
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本邦向木炭ノ輸送經路ハ上海、漢口及福州等ノ輸出港ニアリテハ、各輸出港ヨリ阪神又ハ横浜等ニ
直輸送セラル。只產額ノ最モ多キ溫州ノ分ハ上海、其ノ他市場ニ仕向ケラルルモノヲ除キ本邦向ト
シテ輸出セラルルモノハ一旦上海ニ輸送シテ、積換ヲナシ、更ニ本邦ニ輸送セラルルモノト、溫州
ニ於テ船ヲ「チャター」シテ直送セラルルモノトノ別アリテ、本邦着價格、輸出港、斤量、俵裝ノ
方法、品質ノ撰別程度、輸送量ノ多寡及本邦着ノ港等ニ依リ之ヲ異ニシ、一律ニ論シ難ク。又各集
散地ニ於ケル木市場價格ハ山出木炭ニアリテハ一擔、卽チ二簍幾何ノ建値ニシテ、之等ハ斤量及品
質区々ニシテ、一定ノ標準價格ヲ得難キニ依リ參考ノタメ、日本向木炭トシテ精撰若クハ製炭セラ
レタル場合ノ價格ヲ基準トシ、各集散地ヨリ本邦沖着一簍當価格ノ大要ヲ示セハ次ノ如シ。27）
　中国木炭が日本に輸出されたルートは主に上海、漢口、福州などの集散地から大阪、神戸あるいは橫
浜などの港口までの路線であった。とりわけ温州は最も木炭を産出するところであった。温州の木炭は、
上海に運送され、そこで積み換えられ日本に輸出される方法と、直接チャーター船で温州から日本に向
けて輸出される方法と、二つの経路があった。中国各地の集散地から日本までの輸送費用に関しては次
のように見られる28）。次に、各集散地の輸送費用を分析することにより、日本向けの輸出状況を比較した
い。
　上海ニ於テ本邦向選別木炭ヲ買付ケ横浜ニ運搬スル場合（「上海→横浜」）29）
原価（ 1簍、50封度入の場合） 1.100元
諸掛内訳
俵装手入費 0.120元
選別立会費 0.020元
積込及艀費 0.043元
輸出税 0.014元
上海横浜向運賃 0.120元
合計 0.317元
総計 1.417元
日本円換算価格 1.556円
木炭100斤当の輸送費用30） 4.095円
27）	『支那及香港ニ於ケル林産物市場調査書』、農商務省山林局、1923年 6 月、98-99頁。
28）	見やすくするために原資料の書式を統一し、漢数字をアラビア数字にした。（『支那及香港ニ於ケル林産物市場調査
書』、農商務省山林局、1923年 6 月、99-102頁）
29）	比較のために、 1 ポンド=0.45359237kg（押田勇雄『単位の辞典』新版第 1 刷発行、株式会社ラテイス、1969年 5
月、316頁）、 1斤=0.6kg（押田勇雄『単位の辞典』新版第 1刷発行、株式会社ラテイス、1969年 5 月、99頁）など
の換算基準に基づいて50封度は約38斤に相当すると推算した。Xを100斤当の日本円換算価格とする。38斤／1.556
円=100斤／XによってXを求めば、X=4.095円を算出した。即ち、「上海→横浜」の場合、木炭100斤当を輸送する
費用は4.095円である。
30）	「木炭100斤当の輸送費用」は原資料にはないが、参考に付した。以下同。
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　温州ヨリ上海ヲ経テ横浜ニ出ス場合（「温州→上海→横浜」）31）
原価（ 1簍、36斤入の場合） 0.800元
諸掛内訳
俵装手入費 0.110元
積込費 0.020元
輸出税 0.014元
温州上海向運賃 0.165元
上海積換費 0.075元
上海横浜間運賃 0.110元
海上保険料 0.015元
雑費 0.010元
合計 0.519元
総計 1.319元
日本円換算価格 1.460円
木炭100斤当の輸送費用 4.056円
　温州ヨリ直接横浜ニ出ス場合（「温州→横浜」）32）
原価（ 1簍、36斤入の場合） 0.800元
諸掛内訳
俵装手入費 0.110元
積込費 0.020元
輸出税 0.014元
温州横浜間運賃 0.300元
保険料及雑費 0.025元
合計 0.469元
総計 1.269元
日本円換算価格 1.410円
木炭100斤当の輸送費用 3.917円
　河南省信陽方面ニテ買付ケ横浜ニ出ス場合（「漢口→横浜」）33）
原価（ 1簍、60斤入山元価格の場合） 1.620元
諸掛内訳
俵装費 0.280元
荷造費 0.100元
信陽漢口間運賃 0.500元
積込其他雑費 0.200元
輸出税 0.100元
漢口横浜間運賃 0.870元
合計 2.050元
総計 3.670元
日本円換算価格 4.030円
木炭100斤当の輸送費用 6.717円
31）	Xを木炭100斤当の日本円換算価格とする。36斤／1.460円=100斤／XによってXを求めば、X=4.056円を算出した。
即ち、「温州→上海→横浜」の場合、木炭100斤当を輸送する費用は4.056円である。
32）	Xを木炭100斤当の日本円換算価格とする。36斤／1.410円=100斤／XによってXを求めば、X=3.917円を算出した。
即ち、「温州→横浜」の場合、木炭100斤当を輸送する費用は3.917円である。
33）	Xを木炭100斤当の日本円換算価格とする。60斤／4.030円=100斤／XによってXを求めば、X=6.717円を算出した。
即ち、「漢口→横浜」の場合、木炭100斤当を輸送する費用は6.717円である。
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　福州産地ヨリ大阪ニ出ス場合（「福州馬尾→大阪」）34）
①福州馬尾船乗価格 2簍ニ付
山元原価格（ 2簍、110斤入の場合） 1.700元
諸掛内訳
俵装費（ 2簍及縄代共） 0.300元
積卸費 0.050元
釐金税 0.050元
山元ヨリ馬尾迄運賃 0.200元
輸出税 0.075元
積込費 0.050元
目方減 0.140元
合計 0.865元
総計 2.565元
②大阪港沖着価格
原価（馬尾船乗価格100斤当） 2.850円
諸掛内訳
馬尾大阪間運賃 0.500元
海上保険料 0.045元
雑費 0.100元
合計 0.645元
木炭100斤当の輸送費用 3.638円
　以上からわかるように、中国の各木炭の集散地から日本の各港口までの 1簍当りの価格の詳細に関し
ては 5例が挙げられる。これらの中国木炭の生産地から100斤当たりの木炭を日本の横浜あるいは大阪に
輸送する場合の費用としては、「上海→横浜」は4.095円、「温州→上海→横浜」は4.056円、「温州→横
浜」は3.917円、「漢口→横浜」は6.717円、「福州馬尾→大阪」は3.638円であり、それらの平均費用は約
4.485円である。費用の高い順に並べれば「漢口→横浜」>「上海→横浜」>「温州→上海→横浜」>「温州
→横浜」>「福州馬尾→大阪」となる。輸送費用が最も高価なのは「漢口→横浜」の6.717円であり、平
均費用よりも2.232円高い。それに対して最も安価なのは「福州馬尾→大阪」の3.638円であり、平均費
用より円0.847円安い。温州から木炭を日本に輸出する場合は、「温州→上海→横浜」と「温州→横浜」
との二つの輸送ルートがあり、「温州→横浜」は3.917円であり、「温州→上海→横浜」の4.056円より安
い。しかしいずれにしても日本の木炭商人にとっては温州から木炭を輸出する費用は「漢口→横浜」と
「上海→横浜」より合理的であったと言える。輸出費用は比較的安価な温州木炭が大量に日本に輸出され
た一つの理由であるといえる。他方、もちろん「福州馬尾→大阪」も理想的であったが、「 1、上海ニ於
テ支那商カ貯藏スル木炭ヲ指定シ、一定ノ品質ニ撰別セシメタル上之ヲ買付ケ、之ニ一部俵裝ヲ加へ輸
34）	Yを木炭100斤当の福州馬尾船乗価格の中国元換算価格、Zを木炭100斤当の大阪港沖着価格の中国元換算価格、Xを
その日本円換算価格とする。110斤／2.565元=100斤／YによってYを求めば、Y=2.332元を算出した。即ち、木炭
100斤当の場合、福州馬尾船乗価格の中国元換算価格は2.332元である。この上に馬尾大阪間運賃、海上保険料、雑
費などの項目と合算すれば木炭100斤当の大阪港沖着価格即ちZは2.977元となる。そうすると、2.332元／2.850円
=2.977元／XによってXを求めば、X=3.638円を算出した。即ち、「福州馬尾→大阪」の場合、木炭100斤当を輸送
する費用は3.638円である。
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出スルモノ。 2、產地殊ニ溫州ニ於テ山出シ木炭ヲ支那商ヨリ買付ケ、輸出者自ラ之ヲ撰別シ日本ニ輸
出スルモノ。（中略）等幾多ノ方法ニ依ルモノナルモ目下本邦ニ輸入セラルル大部分ハ第一、第二ノ方法
ニ依ルモノニシテ、第三以下ノ方法ハ特種商人ニ限リ行ハルル方法ニシテ、其ノ數量多カラス」35）と記さ
れているように、「上海→横浜」と「温州→上海→横浜」あるいは「温州→横浜」などの決まった輸送形
態に制約されていた。
おわりに
　1921年に日本が木炭輸出超過国から輸入超過国になった後、海外から大量の木炭を輸入した。これは
単に日本国内における木炭を製造する原材料が不足していたからではなく、木炭の製造費用と価格とに
関係した。海外の労賃は日本より低廉であったからとされる36）。
　日本が海外から最も輸入したのは中国産の木炭であった。日本農商務省、大蔵省などの機関と中国海
関との統計によると、中国木炭の日本輸出は1921-1932年に集中していたことがわかる。とくに1921-1931
年間の中国木炭は日本で消費される海外輸入木炭の95％以上を占めていた。中国木炭が日本の木炭市場
に大きな影響を与えたことは明らかである。
　近代中国木炭の主要な生産地としては浙江省、湖北・河南省、福建省、広東・広西省など 4つの地域
が挙げられるが、1921-1932年における日本に向けて中国木炭の集散地としては上海、温州、漢口、福州
などの港口が主要であった。これらの木炭集散地は主に交通が便利な、沿海部や長江沿岸に位置する地
域であった。その中の温州から産出した木炭は1923年から1933年にかけて中国各港木炭総移出量の約60
％を占め、最も大量であった37）。また、これらの地域から100斤当たりの木炭を日本の横浜あるいは大阪
に輸送する場合の費用について高い順に並べれば「漢口→横浜」>「上海→横浜」>「温州→上海→横浜」
>「温州→横浜」>「福州馬尾→大阪」となる。温州から木炭を日本に輸出する場合は、「温州→上海→横
浜」と「温州→横浜」との二つの輸送ルートがあり、「漢口→横浜」と「上海→横浜」より費用は比較的
に安価であった。温州木炭が大量に日本に輸出された一つの理由は安い輸出費用にあったといえる。
　以上述べたように、第一世界大戦後の日本国内における木炭価格の高騰により、価格低廉且つ品質良
好であった中国木炭が日本で歓迎され、1921年から1932年にかけて中国木炭は続々と日本に輸出され、
日本市場で好評価を得た。そのうち、とくに浙江省の温州を初めとし、上海、湖北省の漢口、福建省の
福州などの地域に集荷した木炭の日本輸出は漸次に盛んになった。1921年から1932年にわたって中国木
炭の日本輸出は僅か約12年間であったが、1923年の関東大震災による関東地方の物資不足により、中国
木炭は最盛期を迎え、日本に向けて大量に輸出され、一時に日本の木炭不足を緩和し、被災地の住民の
生活をある程度安定させたといえる38）。しかし、1933年に満鉄経済調査会が『南満に於ける木炭に関する
35）	『支那及香港ニ於ケル林産物市場調査書』、農商務省山林局、1923年 6 月、97-98頁。
36）	『南満に於ける木炭に関する調査』、満鉄経済調査会、1933年 8 月10日、48-49頁。
37）	呉征涛「近代における温州木炭の日本輸出―中国の海関資料を中心に」（『東アジア文化交渉学研究』第 9号、関西
大学大学院東アジア文化研究科、2016年 3 月、426頁）
38）	「大正十二年九月關東大震災ニ會シ、政府ガ物質供給ノ缺乏ヲ補ヒ、被害地住民ノ生活ヲ安定セシムル爲メ生活必需
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調査』に、「近年に於ては、支那に於ける内亂による出廻高の減少、支那輸出税（税率擔當0.03海關兩）
の賦課、及日本に於ける一般財界の緊縮政策による日本木炭の價額の下落等のため、漸く輸入減少し、
殊に昭和四年以降其甚しきを見るに至り、昭和八年に於ては爲替相場の關係と產地に於ける排日の結果、
殆ど輸入杜絶し、一月に小量の入荷を見たるのみである」39）と記すように、中国国内の混乱、輸出税の増
税、排日運動などの一連の事件、それに加え日本木炭価の下落や爲替相場の変動などの事情に影響され、
中国木炭の日本への輸出量は漸次に減少し、1933年になってはほぼ途絶えたのであった。
品、土木建築用器具、機械及材料等ノ輸入税ニ減免ヲ行ヒタル際、支那炭モ正味五貫入一俵ニ付十七錢乃至二十五
錢ノ關税（木炭ノ輸入税ハ從價税ナリ）ヲ免ルゝヲ得タリ。當時鐵道、船舶等ニ由ル輸送圓滑ヲ缺キ、延イテ内地
ノ炭價暴騰ノ折柄トテ、一時支那木炭ハ大イニ内地市場ヲ蠶食セリ」（鉄道省運輸局「木炭ニ関スル経済調査」、大
正14年、『明治後期産業発達史資料』、第811巻、龍渓書舎、2008年 2 月、69-70頁）
39）	『南満に於ける木炭に関する調査』、満鉄経済調査会、1933年 8 月10日、49-50頁。
